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後退する過去

ゲル ハ ル ト ・リヒター 「ケル ン大 聖 堂 のス テ ン ドグ ラス」

西野 路代

1.ケ ル ン大聖 堂 南側 翼 廊 の ステ ン ドグラ ス

2007年 に除 幕 され たケ ル ン大 聖 堂 南側 翼 廊 の ス テ ン ドグ ラ ス。現代 美 術 を代

表 す る ドイ ツ の画 家 ゲル ハル ト ・リヒター の 作 品 で あ る。 ローマ ・カ トリッ ク

の 司教座 聖 堂 で もあ るケ ル ン大 聖 堂 は 、157メ ー トル の尖 塔 を持 ち、 ゴシ ッ ク

建 築 と して は世 界最 大 で あ る。 そ の 巨大 な建 築物 の一 画 に配 され た このス テ ン

ドグ ラス は、 高 さが22メ ー トル 、面 積 に してお よそ113平 方 メー トル に及 ぶ

壮 大 な作 品で あ る。 リヒ ター のカ ン ヴァ ス とな っ た ステ ン ドグ ラス に は、72色

の ガ ラ スか らな る9.6セ ンチ 四方 の正 方 形約11,500枚 が しき つ め られ る よ うに

並 べ られ 、複 雑 な格 子模 様 を描 き出 してい る。72色 の色 彩 が織 りな す モ ザイ ク

模様 の よ うな このス テ ン ドグ ラス は抽 象 絵 画 の よ うで もあ り、 聖書 の 一 場 面 を

具象 的 に描 く伝 統 的 な ステ ン ドグ ラス の デ ザイ ン とは 、み た と ころ明 らか に異

質 な もの に仕 上 が っ て い る。

大 聖 堂南 側 翼廊 の この 箇所 は、 第 二次 世 界 大戦 の爆 撃 に よ って破 壊 され て い

る。 破壊 され る以 前 の ステ ン ドグ ラス は 、 プ ロイ セ ン の ヴ ィル ヘ ル ム1世 が

1863年 に 大聖 堂 に 寄進 した もの で あ り、カ ール 大 帝 、ハ イ ン リ ヒニ世 とい った

歴 史 上 の統 治 者 た ち とと もに 、ケ ル ン大 聖 堂 の過 去 の大 司教 の姿 が 配 され た も

のだ った。 戦 後 、 ヴィルヘ ル ム ・トイ ヴェ ンに よ って デ ザイ ン され た ステ ン ド

グ ラス がお さめ られ るが 、 それ は 色彩 に乏 し く、 ほ とん ど透 明 の ガ ラ スの よ う

であ り、そ の た め入 り込 む光 が ま ぶ しす ぎ る とい う点 で ステ ン ドグ ラス の機 能

を じ ゅ うぶ ん に果 た してお らず 、 取替 えが検 討 され て い た。 この箇 所 の デ ザイ

ン依 頼 が リヒター の と ころ に行 くの は2002年 ごろ の こ とで あ る。

リヒタ ー が示 した こ の格 子模 様 の よ うなデ ザ イ ン は、 当初 ケル ン大聖 堂 の 関

係 者 に一 種 の 困惑 を もって 受 け とめ られ た こ とを大聖 堂 の 修復 責 任 者 で あ るバ
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一 バ ラ ・シ ョッ ク ・ヴェル ナ ー は伝 え て い るが1、 幾 た び か の話 し合 い の後 に 、

この デザ イ ン は採 択 され る。 モ ザ イ ク画 の よ うな、 あ る いは ピク セル 画 の よ う

な と も称 され る この ス テ ン ドグ ラス の色 の 配置 は、 コン ピュー タ の乱 数発 生装

置 に よ る もの で あ り、人 為 的 な もの を配 した こ の方 法 は、 色 の 偶発 的 な配 列 を

もた ら して い る。ス テ ン ドグ ラス を構 成 す る72色 の色 ガ ラ ス に はそれ ぞれ 色番

号 が付 され 、 コ ン ピュー タが 色 の配 置 を 決 めて い く。 色 の 配 置 に 関わ っ たプ ロ

グ ラマ ー の ク ラ ウス ・ハ ー ゲ マイ ス ター ば 「ひ とつ の ポ ッ トか ら色 をひ とっ ず

つ取 り出 し、並 べ て い く よ うな作 業 で あ っ た」 と述 べ 、 計 算 の上 では天 文 学 的

な数 値 に な る色 の配 置 との格 闘 につ い て語 って い る2。取 り出 した色 をポ ッ トに

戻 し、 再 び次 の 色 を取 り出 す とい う復 元抽 出の 方法 を取 れ ば 、理 論 上 、す べ て

赤 とかす べ て 緑 とい った ス テ ン ドグラ ス が 出来 上 が る うえ に 、色 の配 列 の 可 能

性 は 無 限大 に近 い数 にな る。 結 果 的 に は非 復 元抽 出 に よる色 の選択 が な され た

が、 それ で も考 え られ うるパ ター ン は気 の遠 くな る よ うな もの で あ った は ず で

あ る。 色 の 対称 や 反 復 とい った 箇所 に は リヒター 自身 が手 を加 え 、最 終 的 なデ

ザ イ ン が完成 す る。

色 の 配 置 だ けで は な い。最 終 的 に9.6セ ンチ 四 方 に な った 一枚 の ガ ラ ス板 の

サ イ ズ も最初 は も う少 し大 き く、12セ ンチ 四 方 だ った 。デ ザイ ン画 を 見 る と明

らか なの だ が 、数 セ ン チ の違 い とはい え、 こ のサ イ ズ で は リヒター が 思 い描 く

よ うな光 の効 果 を生 み 出す こ とは で きず 、試 行 錯誤 を繰 り返 しなが ら、9.6セ ン

チ 四方 とい うサ イ ズ にた ど りつ く。ま た 、リヒター が 選 択 したガ ラス の72色 は 、

ケル ン大聖 堂 の そ の他 の ス テ ン ドグ ラス です で に用 い られ て い る色 を使 用 して

お り、 大聖 堂 内 の調 和 も計 られ てい る こ とが 窺 え る。 ガ ラス とガ ラス をつ な ぐ

方 法 に も従 来 の ス テ ン ドグラ ス とは 異 な る方 法 が取 られ て い る。 ふ つ う、 ス テ

ン ドグラ スは ケ イ ム と呼 ばれ る鉛 線 に よ って 接合 され るが 、 リヒタ ー の ステ ン

ドグ ラス は、 そ の鉛 線 の枠 の太 さが色 彩 に影 響 を与 え る こ とが 懸 念 され た。 そ

のた め 、遠 くか ら見 た とき にそ の接 合 の ライ ン が見 えな い よ う、 ま た光 を さえ

ぎ る もの を可能 な限 り排 す る よ う、一 枚 一枚 の ガ ラス は厚 さ2ミ リの特 別 なシ

リコンゲ ル に よ って 接合 され て い る。

ケル ン大聖 堂 の ス テ ン ドグ ラ ス は光 と色 に対 す る リヒ ター の限 りな い こだ わ

りに よ る試行 錯 誤 を経 て 、構 想 か ら4年 の歳 月 を経 て完成 す る。 この ステ ン ド

1Vgl .GerhardRichter.DasK61nerDomfenster.EinFilmvonCorinnaBelz(DVD),

herausgestelltvonzeroonefilmDresden2008.
2Ebd .
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グ ラス は大 聖 堂 の 南側 翼 廊 、っ ま り太 陽 の光 が ふ ん だん に 降 り注 ぐ場所 に位 置

してい る。72色 の色 ガ ラス を通 過 した光 は この 上 な く美 しい 表情 を織 り成 し、

大 聖 堂 の 内部 に反 射 す るの で あ る。 リ ヒター の ステ ン ドグラ ス は、建 築 の 一部

を彩 る平面 作 品 と しては もち ろん 、 時 々刻 々 と変 化 す る太 陽 の光 を透 過 させ反

射 させ る光 の 芸術 で も あ るの だ。

しか しこの作 品 は議 論 を呼 ぶ。 ケル ン大 聖堂 の ヨア ヒム ・マ イ スナ ー枢 機 卿

は この ステ ン ドグ ラス を 「モ ス クに な らふ さわ しい 」 と述 べ 、 カ トリッ クの教

会 とは相 容 れ ぬ もの で あ る とい う姿勢 を あ らわ に した。 構 想 段 階 か ら一 貫 して

これ を拒 絶 して いた枢 密 教 は、ス テ ン ドグラ ス の除 幕 式 に も姿 を現 さなか っ た。

一方 で
、 ケル ン大 聖 堂 主席 司 祭 で あ る ノルベ ル ト ・フ ェル トホ フ は 「生命 を吹

き込 み 、 活気 付 け、 瞑想 を促 進 し、 わた した ち に宗 教 を受 容 す る空 気 を 作 る」

と述 べ 、 この ステ ン ドグ ラス を受 け入 れ る姿勢 を見せ てい る3。祈 りの場 に現れ

た リヒタ ー の ステ ン ドグ ラス に対 して は 、い ま だ に 賛否 両 論 が わか れ る とこ ろ

だが 、 宗教 や 国 籍 を超 えて 、 こ のス テ ン ドグ ラス の美 しさに 心 を掴 ま れ る人 は

少 な くな い。 この ステ ン ドグ ラ ス は直戴 的 に何 か を示 して い るわ けで は ない 。

む しろ ものの 具 体性 は後 退 し、抽 象 的 な もの だ け が 目前 に あ るの に もか かわ ら

ず 、 明確 に何 か を伝 えて くる。 これ は リ ヒター の作 品が持 つ 力 だ とい え るが 、

この 強 い メ ッセー ジ性 は どこ か ら くる のだ ろ うか。

2.ゲ ル ハ ル ト ・リヒ ター

ゲル ハ ル ト ・リヒタ ー は1932年 、 旧東 ドイ ツ の ドレス デ ン に生 まれ る。 ヒ

トラー が 政権 を掌 握 す る前 年 の こ とで あ る。 父 親 は ナ チ ス党 員 で あ った こ とが

伝 え られ て い る。 リヒター は 子供 時 代 を現在 のチ ェ コ国境 に ほ ど近 い ツ ィ ッタ

ウ近 郊 の ライ ヒナ ウや ヴ ォル ター ス ドル フ で過 ご し、商 業 高校 を卒 業 した後 、

夜 間学校 な どで 絵 画 を勉 強 しな が らツ ィ ッタ ウで舞 台 の背 景 画や 広 告看 板 を描

く仕 事 を してい た。10代 の半 ば よ り描 く こ とへ の衝 動 に たび た び と らえ られ て

いた よ うだが 、1950年 、18歳 の とき に画 家 に な る こ とを決 意 す る。 一 度 は不

受 理 とな る もの の1951年 には 二度 目の 志願 で ドレス デ ン芸 術 ア カデ ミーへ の

入 学 が許 可 され 、 そ こで絵 画 を学 ぶ。

1956年 に ア カデ ミー を卒 業 す る頃 か ら、 リヒ ター は西 ドイ ツへ の移 住 を考 え

始 め てい る。 「社 会 主 義 的 リア リズ ム」 に代表 され る よ うな、 当時 の東 ドイ ツ

3Vgl .MarlenBonke:GerhardRichter-DasSUdquerhausfensterinK61nerDom,

Norderstedt,2008,S.8.
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の 芸術 を覆 っ てい た 空気 の 中で は 自由な 芸術 活 動 は お のず と制 限 され て い たで

あろ うこ とは想 像 に難 くない 。 そ う した 状況 の も と、創 造 の 別 の 可能 性 を模 索

して いた リヒター に とっ て、1959年 の 「ドクメ ン タll(カ ッセ ル で5年 に一 度

開催 され る現代 美 術 の 大型 グル ー プ展)」 は決 定 的 な意 味 を持 って い た よ うだ 。

「ドク メ ンタE」 で は 「ア ク シ ョン ・ペ イ ンテ ィ ン グ」 の ジ ャク ソン ・ポ ロ ッ

クや 「空 間 主義 」 のル ー チ ョ ・フ ォ ン タナ の抽 象 絵 画 に接 す る。 リ ヒター は彼

らの 芸術 を 「図 々 し さ」 とい う言 葉 で 表 現 してい るが4、 そ こに東 には な い芸 術

の可能 性 と 自由 を見 た リ ヒター は 、西 へ の移 住 を決 意 す る。1961年3月 ドレス

デ ンを去 り、 妻 のエ マ ・オイ フ ィン ガー の 両親 をつ て に西 ドイ ツ へ の移 住 を果

たす。 これ は ベル リンの壁 が建 設 され 、西 へ の移 住 が厳 し く制 限 され る数 ヶ月

前 の こ とで あ っ た。 西 ドイ ツで は デ ュ ッセ ル ドル フに 居 を構 え るが 、 当時 デ ュ

ッセル ドル フは ドイ ツに お け る現 代美 術 の 中 心地 で あ っ た。 リヒタ ー はそ の地

で過 去 の経 験 を払 拭 し、新 しい 独 自の ス タイル を見 出 し、展 開 す る。 また 現代

美 術 に お け るい くつ か の重 要 な交 友 関係 に も恵 まれ 、 画 家 と して の 地位 を着 々

と固 め てい く。1971年 か らはデ ュ ッセル ドル フの芸 術 ア カ デ ミー の教 授 を20

年 間務 め るな ど、安 定 した地 位 を も築 き なが ら、今 日に い た るま で1,000点 を

超 え る作 品 を生 み 出 し、80歳 を超 えて もなお 制 作 を続 けて い る。

リ ヒター の経 歴 に お い て特 筆 すべ き点 は 、 ドイ ツ現代 史 にお け る歴 史 的 な 出

来 事 との接 点 で あ る。 少年 期 か ら多感 な時 期 を 旧東 ドイ ツ で過 ご し、第 二 次 世

界 大 戦 、 ドイ ツ の敗 戦 、東 西 ドイ ツ の分 断 や ベル リンの壁 の建 設 とい っ た ドイ

ツ現 代 史 にお け る重 大 な 出来 事 をき わ め て私 的 な もの と して経 験 して い る。 そ

こ には1939年 ドイ ツ軍 のポ ー ラ ン ド侵 攻 の 際 、そ の初 日に叔 父 のル ー一デ ィ が

戦 死 し、1945年 には精 神 病 を患 っ てい た叔 母 のマ リア ンネ が ナ チ スの 優 生政 策

に よ って殺 害 され る とい う、後 に作 品 のモ デ ル とな る近親 者 の身 に 起 き た 出来

事 も含 まれ て い る。 「彼 の作 品 は、 ドイ ツ 固有 の病 で あ り ドイ ツで の み作 品化

で き る よ うな観 念 の数 々 と直接 結 び つ い てい る」5と指 摘 され る とき、た とえ ば

「カ スパ ー ・ダ ー ビ ッ ト ・フ リー ドリ ヒの よ うな美 しい 絵 を書 きた い 」 とい う

リヒ ター の風 景 画 に見 られ るよ うな 、 芸術 にお け る伝 統 と して の ドイ ツ ロマ ン

主義 的 な側 面 と とも に、 ア ドル ノの 言葉 に集 約 され る よ うな 、 ア ウシ ュ ヴ ィ ッ

4Vgl .IhaveNothingtoSayandI'mSayingit,conversationbetweenGerhardRichter

andNicholasSerota,Spring2011.In:GerhardRichter,Panolama,London2011,S.20.

5ア ル ミ ン ・ツ ヴ ァ イ テ(清 水 穣 訳):ゲ ル ハ ル ト ・リ ヒ タ ー の 絵 画[『 ゲ ル ハ ル ト ・ リ

ヒ タ ー 』(淡 交 社)、2005、12頁 ～31頁]16頁 。
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ツ以 降 の ドイ ツの アー テ ィス トを襲 っ た 困惑 が リ ヒター の 中 に もあ る こ と を考

え る必 要 が あ るだ ろ う。 「あ の よ うな過 去 を持 っ た ドイ ツ で は何 も生み 出 され

ない だ ろ うとい うこ とは僕 に とって あ き らか だ っ た」6と か、 「僕 の ドイ ツ 国民

と して の条 件 は 、僕 の歴 史 的条 件 で あ る」7と語 る リヒ ター は、ま ぎれ もな く 「ア ・

ウシ ュ ヴ ィ ッツ後 」 の ドイ ツの 芸術 家 で あ る とい え るだ ろ う。 しか し リヒター

に とって 特 異 な点 は 、 「ア ウ シュ ヴィ ッツ 後」 の文脈 に完 全 に と りこまれ て し

ま うこ とな く、 私 的 な経 験 と ドイ ツ的 な もの を きわ め て微 妙 な あ る一 点 にお い

て合 致 させ る こ とに成 功 して い る こ とだ ろ う。

先 に も述 べ た が、リ ヒター に は1939年 の ドイ ツ軍 ポ ー ラ ン ド侵 攻 の初 日に戦

死 した叔 父 を描 い た 『ル デ ィー叔 父 さん 』[OnkelRudi](1965年)、 ナ チ の優

生 政策 に よっ て殺 害 され た伯 母 が モ デル にな っ て い る 『マ リア ンネ伯 母 さん』

[TanteMarianne](1965年)の ほ か 、ア メ リカ の爆 撃 機 をモ チー フに した作 品

『爆 撃 機 』[Bomber](1963年)、 『フ ァン トム戦 闘機 』[PhantomAbfangjager]

,(1964年)な ど、戦 争 の テー マ と結 びっ い た 作 品 がい くつ か あ る。 これ らは い

ず れ も1960年 代 に発 表 され た もの で あ り、 戦後 の ドイ ツ の特 殊 な状 況 を考慮

す る と、 「ドイ ツ の アー テ ィス トが 第 二次 世 界 大 戦 の絵 を作 る には か な り早 い

時 期 」で あ る こ とが 指摘 され て い る8。 しか し、発 表 され た 当 時、 これ らの作 品

が 戦 後 ドイ ツの文 脈 で 語 られ る こ とは な く、 む しろ 「ジ ョー ク」 で あ る と受 け

とめ られ た。 い わ ば 「タ ブー 視 」 され てい た題 材 をモ チ ー フ とす る こ とが 許 さ

れ る ほ ど時 は まだ 成 熟 してい な か っ たの か も しれ ない。 もち ろん リヒ ター は こ

れ らの作 品 を 「ジ ョー ク」 と して描 い た の で は ない が 、 「ジ ョー ク と受 け とめ

られ て 満足 だ った 」 とも述 べ て い る。 『ル デ ィー叔 父 さん 』 と 『マ リア ンネ 伯

母 さん 』 に 関 して も リヒ ター は 、戦 争 とい うテ ー マ との結 び つ き を否 定す る発

言 を して い る9。 これ らは 、文字 通 りに 受 け とめ るべ きで は な く、第 二 次 世 界大

戦 に関す る あ る種 のイ デ オ ロギー に 自 らの作 品 が巻 き込 まれ る こ とへ の抵 抗感

と解 釈 す べ き な の では な い だ ろ うか。

61nterviewmitBenjaminH .D.Bochloh1896.In:GerhardRichter:Text,K61n2008,

S.166,
7ベ ンジ ャ ミン ・ブ クロー に よるイ ンタ ヴ ュー[2005年1月11日](清 水 穣 訳)[『 ゲル

ハ ル ト ・リヒター 写真 論/絵 画 論 』(淡 交 社) 、2005、215頁 ～232頁]222頁 。
8ロ バ ー ト ・ス トア に よ るイ ン タ ヴュ ー[2001年](清 水 穣 訳)[前 掲 書140頁 ～177頁 】

144頁 。

9ロ バ ー ト ・ス トア に よ るイ ン タ ヴュー[2001年 】(清 水 穣 訳)[前 掲 書140頁 ～177頁 】

149頁 。
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リ ヒター の作 品は 私 的 な もの か ら発 し、 それ を普 遍化 す る こ とに成 功 して い

る とい え る。 しか し、 普 遍化 とは い つ で も、本 質 とは 異 な る文 脈 に 多数 を巻 き

込 む イデ オ ロギ ー に転 じる危 険 性 を も孕 ん で い る。 リヒター の 作 品 は 、声 高 な

告 発 で はな い。 個 人 の 私 的 な経 験 に基 づ くあ る種 の叙情 性 が見 る人 に作 用 し、

個 人 的 な共感 が さ ざ波 の波 動 の よ うに徐 々 に輪 郭 を広 げ てい く。 そ して それ ら

が静 誼 な普遍 性 を浮 か び上 が らせ てい る。 リ ヒター の 中 の個 人 的 な もの が 、見

る者 の 中の普 遍 的 な もの を激 し く喚 起 す る。 しか し同 時 に、 そ れ を簡 単 に一 般

性 へ と転換 して しま うこ と を慎 ま な くて は な らな い よ うな 抑 制 がお の ず とかか

る のだ 。 作 品 の周 囲 に広 が る こ う した 静誰 は リヒ ター の芸 術 にお け るひ とつ の

特色 で あ る とい え るだ ろ う。

3.「 フォ トペ イ ンテ ィ ン グ」 と 「カ ラー チ ャ ー ト」 に見 る抽 象 化 の 作業

西 へ の移 住 後 、 リヒ ター は独 自の 手 法 に基 づ く作 品 を次 々 と発 表す る。 そ の

筆 頭 に あ げ られ る のが 「フ ォ トペ イ ンテ ィ ン グ(写 真 投影 法)」 と呼 ばれ る技

法 で描 かれ た 作 品群 で あ ろ う。 リヒタ ーの 「フォ トペ イ ン テ ィ ン グ」 とは 、 写

真 や新 聞雑 誌 の切 り抜 きな どをカ ン ヴァ ス に写 し、 そ の 輪郭 を正確 に なぞ る こ

とに よ って 描 かれ た絵 画 の こ とで あ る。1962年 に 始 め て この 手法 で 作 品 が描 か

るが 、1964年 ご ろか らはプ ロジ ェ ク ター を使 用 し、カ ン ヴ ァス に大 き く投 影 す

る方法 も取 られ る よ うに な る。 リ ヒター の 「フ ォ トペ イ ンテ ィ ング」 が 、 写真

の 単 な る写 し画 と異 な る のは 、 そ の絵 画 の不 鮮 明 さに あ る とい え よ う。 写真 を

カ ン ヴ ァス に忠 実 に 写 し取 っ た後 、絵 筆や 刷 毛 、布 な どで表 面 を こす り、輪 郭

を ぼか す。 す る と ピン トの あ わ な い写真 の よ うな 、 故障 した テ レ ビ画 面 の映 像

の よ うな絵 画 が現 れ る。'ときに それ は、 実際 の 写真 の鮮 明 さを椰 楡 す るか の よ

うで もあ る。 人 間 の視 覚 をは る か に超 え る よ うな鮮 明 さで 写 し出 され る写 真 を

素材 に し、そ れ を加 工 す る こ とに よ り、 リヒ ター は人 間 の認 識 に疑 問 を 呈 して

い るの だ ともい え る し、 「現 実 を忠 実 に写 し取 る」 とい う役 割 を写真 に奪 わ れ

た現 代 の絵 画 の状 況 を描 い てい るの だ ともい え る。 ま た 「も う何 も生み だ され

るは ず は ない 」 とアー テ ィ ス トた ち に思 わ せ る ほ ど荒涼 と した 戦後 ドイ ツの精

神 状 態 か ら、 とにか く何 か を生 み 出す た めの 手段 だ った ともい え る か も しれ な

い 。フ ォ トペ イ ンテ ィ ング の初 期 の作 品 は 白黒 だが 、1966年 に発 表 され た 『エ

マ(階 段 の ヌー ド)』[Ema(AktaufeinerTreppe)]は 、 当時 の最 先 端機 器

で あ った ポ ラ ロイ ドカ メ ラ を用 い 、 自 ら撮 影 した妻 の ヌー ドを 素材 に描 い たカ

ラー の フォ トペ イ ン テ ィ ン グで あ り、彼 の初 期 の 代表 作 の ひ とつ に数 え られ る。
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また リ ヒター は1960年 代 か ら1970年 代 に か けて 「カ ラー チ ャー ト」 と呼 ば

れ る作 品 に も集 中 的 に取 り組 ん でい る。 レデ ィ メイ ドの絵 の 具 を色 見 本 の よ う

に タイル 状 に配 置す る この 方法 は、 一枚 の絵 画 のな か で具 体 的 な像 を構 成 して

い る色 彩 を、 要 素 に まで 分解 し、従 来 の秩 序 とは 異 な る方 法 で再 び 配 置 し提 示

す る もので あ る。そ こ に新 た な像 が 結 ばれ るか ど うか を判 断 す る の は困難 だ が、

これ が単 な る抽 象 画 で もデ ザイ ンで もな く、 絵 画 の一 形 態 で あ る こ と を示 して

い る し、認 識 の別 の可 能性 を提 示 して い る のだ と もい え る。 カ ラー チ ャー トの

モ チー フは そ の後 、 さま ざま な ヴ ァ リエ ー シ ョンを経 て 、 リヒター の 作 品 に引

き継 がれ て い くこ と にな る。 ケル ン大聖 堂 のス テ ン ドグ ラス に は1974年 に制

作 され た カ ラ ー チ ャー トの代 表 作 『4096の 色 彩 』[4096Farben]か らの影 響 も

明 らか で あ り10、そ の道 筋 をた どる こ とは そ れ ほ ど難 しい こ とで は な いだ ろ う。

問題 はそ れ が どの よ うな意 図 を 持 っ て用 い られ てい るか とい う点 で あ る。 リヒ

ター に とっ て 、 フォ トペ イ ンテ ィ ン グ もカ ラー チ ャー トも 、単 な る ス タイ ルや

デ ザ イ ンで は な く、何 か を表 現す る た めに用 い られ な くて はな らな か った 手 法

で あ る。それ は既 成 の造 形 とそれ を認 識 す る われ われ の感 覚 をい ち ど組 み か え 、

別 の 方 法 で見 つ め なお す た め に行 うあ る種 の 「抽 象 化 」 の作 業 で あ る とい え る

だ ろ う。

4.歴 史 の作 品化 一 『1977年10月18日 』

『1977年10月18日 』[18.Oktober1977]。 これ は70年 代 に度 重 な るテ ロ行

為 に よ って ドイ ツ 国 内 を震 憾 させ たRAF(RoteArmeeFraktion:ド イ ツ赤 軍)

をモ チー フ に した作 品 群 で あ る。 リヒター の 「抽象 化 」 の 作 業 につ い て考 え る

際 に触 れ て お き たい 作 品 で あ る。 「1977年10月18日 」 とい う 日付 は 、RAF

の メ ンバ ー が収 容 され て い た監獄 で 死 んで い る の が発 見 され た 日で あ る。 中心

メ ンバ ー の 一人 だ った ア ン ドレア ス ・バ ー ダ ー が射 殺 死 体 で 、 と もに収 容 され

て い た グル ー プ の メ ンバー もバ ー ダー と同 じ く射 殺 死 体や 首 吊 り死 体 となっ て

見つ か った。 集 団 自殺 だ っ たの か 、処 刑 だ っ た のか 、 い ま だ に解決 を見 て い な

い 、現 代 ドイ ツ史 の タ ブー と もい われ る事件 で あ り、 この 出来 事 を も と に、 リ

ヒター は15枚 の連 作 を描 い た。主 要 メ ンバ ー の一 人 、 ウル リー ケ ・マ イ ンホー

フ の若 き 日の 肖像 に 始 ま り、 メ ンバ ー の 一 人 、 ボル ガ ー ・マ イ ンス が街 頭 で 逮

捕 され る場 面 、 死 体 と して 発 見 され た ア ン ドレアス ・バ ー ダー 、 バ ー ダー が 収

10Vgl 。BirgitPelzer:DerZufallalsPartner-GerhardRichterFarbfelder2007.In:

GerhardRichter-Zufall.K61n2007,S.67-86.
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監 され て い た独 房 の様 子 、 バ ー ダー の 持 ち物 で あ っ た レコー ドプ レー ヤー 、 同

じ くメ ンバ ー の グー トリー ン ・エ ンス リー ンが独 房 で 首 を 吊 っ てい る もの、 生

存 中の彼 女 を描 い た も の、 首 に跡 が 残 るエ ンス リー ンの 死 後 の姿 、彼 らの葬 儀

の様 子 、 これ らの作 品が 続 く。 リヒタ ー は警 察 か ら入 手 した未 公 表 の写 真 を含

む資 料 を も と に、 この連 作 を フ ォ トペ イ ンテ ィ ング の手 法 で描 い て い る。 そ れ

は 白黒 写真 の よ うに グ レー の トー ンで描 か れ 、輪 郭 は 絵筆 で ぼか され て い る。

目を凝 らさな い と何 が 描 かれ てい る の かわ か らな い もの もあ る。

リヒター が この作 品 を描 いた の は 、事 件 か ら11年 後 の1988年 で あ る。 この

連 作 が展 示 され る に あた っ て、 リヒター は 次 の よ うに 述べ てい る。

テ ロ リス トた ちの死 と、 それ に 関わ る前 後 の 出 来事 す べ て は、 た だ 恐 ろ し

い もの とい うこ とがで き るで しょ う。 それ は 私 に衝 撃 を与 え ま した。 そ し

て 、 払 い の け よ う と して も、何 か解 決 しない こ との よ うにず っ と心 にひ っ

か か っ て いた の です 。11

リ ヒター の 中で未 解 決 の ま ま 心 の奥底 に抑 圧 され て いた イ メー ジが11年 と

い う時 を経 て浮 か び あ が る。 作 品 の曖 昧 に され た 輪郭 線 は、記 憶 か らの忘 却 と

風化 を意 味 して い る一 方 で 、 それ とは反 対 の こ と、つ ま り深 部 か ら掘 り起 こ さ

れ る記 憶 を意 味 して もい る。 お そ ら くは 、見 逃 す こ とはで き ない が 不快 な記 憶

と して 残 り続 け る出来 事 そ れ は ドイ ツの歴 史 の一 端 とい って もいい だ ろ う

を 、 その お ぼ ろ げな 輪郭 線 に よっ て作 品化 す る こ とは 、そ の 出来 事 の 意 味

を 問 うた め に行 う抽 象 化 の 作業 で あ る。 この 抽象 化 に よっ て、 忘 却 と風 化 に さ

らされ る 出来 事 そ の もの を描 いて い る のだ と もい え る し、抑 圧 され たイ メー ジ

が掘 り起 こ され て い る さな か の像 だ ともい える だ ろ う。

111988年11月 の ノー トよ り(Vgl .GerhardRichter:Text.S.205.)。 リ ヒター は ドイ ツ

赤 軍 のテ ロ リス トを扱 っ た この 絵画 につ い て、 次 の よ うに も述 べ て い る。 「… ドイ ツ赤 軍

の 目的や 方 法 に対 しての理 解 を流布 す る よ うな こ とは絶 対 に避 けた い と思 って い ま した。

テ ロ リス トたち のエ ネ ル ギー や 、妥 協 の な い意 志 、絶 対 的 な勇 気 に は心 を動 か され はす る

もの の、 私 は国 家 をそ の 非情 さの ゆ えに 非難 す る こ とは で きま せ ん で した。 国 家 とい うの

は そ うした もの で あ り、 も っ と容赦 ない 国家 が 他 に あ る こ とを身 を もっ て知 って い るか ら

で す」(Ebd.,S.205.)。 ドイ ツ赤 軍 の コ ンセ プ トを拒 絶 して いた とい うリ ヒター は 、テ ロ リ

ス トに対 して一 定 の距 離 を置 き な が ら、 こ の作 品 を描 く原 動 力 に な った の は 「イデ オ ロギ
ー 的 な態度 の犠 牲者 」 で あ るテ ロ リス トに対 す る 「哀 悼」 であ っ た と述べ てい る。 さ らに

このテ ロに よ る犠牲 者 を描 こ う と思 った こ とは 一切 ない と語 っ てお り、作 品の モチ ー フ は

あ くまで テ ロ リス トへ の一 種 の 共感 にあ る こ とが窺 え る。
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そ して 、 リヒ ター は この 抽象 化 に よっ てむ しろ 出来 事 の 輪郭 をは っ き り見 せ

る こ とに も成 功 して い る。私 た ちが そ こに 目を凝 ら さざ る を得 ない か らで あ る。

鮮 明な 写真 の輪 郭 は とき にあ ま りに無反 省 に網 膜 に届 き、凝 視 す る こ とす ら も

忘 れ て しま う。 けれ ども私 た ち は リヒター に よっ て輪 郭 をぼ か され た過 去 の 出

来 事 に は 目を凝 ら さざ る を得 な いの だ。 そ れ は 不快 な あま り 目をそ ら して きた

過 去 で あ った か も しれ な い。 しか し、 そ のま ぼ ろ しの よ うな輪 郭 線 が抑 圧 され

た もの に届 く とき 、何 か が浄 化 され るで あ ろ うこ とが予感 され る。70年 代 の ド

イ ツ の政 治 闘争 を描 い た この作 品 が もつ 効 果 は 、 ドイ ツ の よ り深 い傷 跡 に触れ

る とき に も思 い起 こす 必 要 が あ るだ ろ う。

5.ド イ ツ国 会議 事 堂 の 『黒 ・赤 ・金 』

90年 代 後 半 、 ドイ ツの 国会 議 事 堂 の た めに 制作 され た作 品の 中で 、 リヒ ター

は 「ドイ ツ の過 去 」 をモ チー フ とす る こ とを試 み て い る。1999年 に修 復 され た

ドイ ツの 国会 議 事 堂 は 、帝 政 ドイ ツ、 ワイマ ー ル 共和 国 を通 じて議 会 と して機

能 した が 、1933年 の 不審 火 、第 二次 世 界 大 戦 で の空爆・に よ る損 傷 で 、長 ら く廃

嘘 と化 して いた 。 しか し東 西 ドイ ツ再 統一 後 、 首都 機 能 の ベル リンへ の移 転 と

とも に、連 邦 議 会 の議 場 と して機 能 を 回復 す る。 イ ギ リス の建 築 家 ノーマ ン ・

フ ォス ター の 設 計 に よ って修 復 され 、 ガ ラス の ドー ム を もつそ の 姿 は い まやベ

ル リンの象 徴 に もな って い る。 「波 乱 に富 ん だ20世 紀 の ドイ ツ 史 を記 録 した石

のパ ピル ス」 とも称 され る ドイ ツの 国会 議 事 堂 だが 、 この壁 面 を飾 る のが ゲル

ハ ル ト ・リヒター の 『黒 ・赤 ・金』[Schwarz,Rot,Gold](1999年)で あ る。

高 さ33メ ー トル とい う国 会議 事 堂 の 西側 玄関 の 吹 き抜 けの壁 に掲 げ られ 、お そ

ら く訪 れ る人誰 もが 目にす る と ころ に位 置す る この 作 品 は、 ケル ン大 聖 堂 のス

テ ン ドグ ラス 同様 、 巨 大 な作 品 で あ り、 ま た この 配 色 は見 る人 に 瞬時 に ドイ ツ

の 国旗 を連想 させ る。

鏡 面 の よ うに反 射す る黒 ・赤 ・金 の ガ ラ ス6枚 を配 した 、一 見 、 あ ま りに シ

ンプル な この作 品 は 、 リヒ ター の作 品 群 『ア トラス』[Atlas]12の 中 に その 構想 段

階 を見 る こ とがで きる。 『ア トラ ス』 に は 『黒 ・赤 ・金 』 の た め の習 作 が数 点

収 め られ て い るが 、 そ の 中の 一枚 には 、 国会 議 事 堂 の吹 き抜 け部 分 に ホ ロ コー

12リ ヒターの『ア トラス』は、1960年 代か ら現在進行形で続け られている作品群である。

新聞の切抜きや、習作を含む リヒター 自身の作品な ど、現在5000枚 を超す写真や図版が

パネル の中に収 められてお り、このパネル も600枚 を超 えている。この作品群 の中に国会

議事堂のための習作が数点含 まれている。
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ス トの犠 牲者 を写 した写 真 が 並ぶ 構 想 が描 かれ て い る。 ま た別 の一 枚 は 「カ ラ

ー チ ャー ト」 を思 わせ るデ ザ イ ン画 で あ り
、 また別 の もの に は 、黒 と赤 と金 の

み が用 い られ たデ ザ イ ン画 が さま ざま な ヴァ リエ ー シ ョンで 並 んで い るのが 見

て取 れ る。 作 品 と とも に こ う した構 想 段 階 を も公 表 す る こ とに よ って 、 この 作

品 が背 景 と して 持 っ てい る意 味 もお のず と明 らか に な るだ ろ う。 一 見 、硬 質 で

動 きの な いパ ネル の背 後 に 、 ドイ ツの過 去 の 姿 を潜 ませ て い る こ とを示 して い

るの だ。 ドイ ツの負 の歴 史 は リヒ ター が繰 り返 し扱 って きたテ ー マ で も あ るが 、

『ア トラ ス』 の 習作 にみ るメ タモ ル フ ォー ゼ は 、 ドイ ツ の過 去 の 出来 事 を抽 象

化 して い く作 業 で も あ る とい え るだ ろ う。 そ こに はホ ロ コー ス トの 写真 が 、 カ

ラー チ ャー トに よ って抽 象 化 され 、 ドイ ツ国旗 を象 徴 す る黒 ・赤 ・金 に よっ て

再構 成 され て い く プ ロセ スが 示 され て い る。

ま た一 方 で 、作 品の鏡 の よ うな 表面 は、 この作 品 の 前 を行 きか う人 々 や 日々

の 出 来事 を さま ざ まに 映 し出 して い る。 つ ま り ドイ ツ の過 去 を背 後 に秘 め な が

ら、 ドイ ツ の現 在 を映 し出 し続 け て もい るの だ。 硬 質 で静 誼 さを たた えた鏡 面

の む こ うと こち らに あ る過 去 と現在 が 、 ドイ ツ国 家 を象 徴 す る黒 ・赤 ・金 に よ

って ひ とつ の平 面 に表 現 され て い る。

しか し、磨 き上 げ られ た よ うな 光 沢 を持 つ 黒 ・赤 ・金 の 、 あ ま りに も整 い す

ぎ た鏡 面 は どこか皮 肉 めい て い る よ うに も見 え る。 つ る りと した 外 面 の 下 に ド

イ ツの 過 去 を過 去 の もの と して封 じ込 め てい る よ うに も、 再統 一 に よっ て復 興

を成 し遂 げ た ドイ ツ の現 在 の威 厳 を示 してい るか の よ うに も見 え る。 こ の 巨大

な ドイ ツ 国旗 には 、かつ て リヒター が 暮 ら した東 ドイ ツ の芸 術 を覆 って い た 「社

会 主 義 的 リア リズ ム」 の パ ロデ ィー の よ うな趣 もあ る。 『1977年10月18日 』

で は、 出来 事 の輪 郭 はお ぼ ろ げな が ら見 えて い た の に対 し、 この 作 品 には過 去

の像 な どもは や言 及 され な けれ ば浮 かび 上 が っ て は こな い。そ して90年 代 の終

わ りに制 作 され た この 巨 大 な作 品 の後 に、 ケル ン大 聖 堂 のス テ ン ドグ ラス が続

く こ とに な る。

6.大 聖 堂 の ステ ン ドグラ ス ー後 退 す る過 去

最後 にケル ン大 聖 堂 の ステ ン ドグ ラス に 話 を戻 そ う。

ス テ ン ドグラ スの デ ザイ ンの依 頼 を受 け た とき、 リ ヒター は 最初2っ の小 さ

な構 想 を携 え て きた の だ とい う13。 それ は、 ナ チ ス に よ り処刑 され た犠 牲 者 の

13HubertusButin:GerhardRichtersK61nerDρmfenster .In:GerhardRichter-

Zufall.K61n2007,S.46.な お こ の エ ピ ソー ドは2001年 の こ と と し て 伝 え ら れ て い る。
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写真 を も とに制 作 され た も のだ っ た。 そ こに は きわ め て残 忍 な 絞 首刑 の 場 面 と

銃殺 刑 の場 面 が描 か れ て いた 。 完成 した ス テ ン ドグ ラス か らは窺 い知 る こ との

で き ない構 想 で あ る。 リヒ ター は 「造 形 制作 にお け る歴 史 的 条件 につ い て は ご

く正 確 に意識 し、同時 代 の芸 術 の 可能 性 を く りか え し批判 的 に反 映 してい る」14

芸術 家 で あ る。 大 聖 堂 のス テ ン ドグ ラス とい う大 作 の構 想 を 前 に、 ドイ ツの 過

去 のモ チ ー フが い わ ば必 然 的 に浮 か び 上 が って きた ので あ ろ うか。 最 終的 に こ

のモ チ ー フ はケ ル ン大 聖 堂 に はふ さわ し くない とい う理 由に よ って 、 ま た、 他

の歴 史 的 なモ チ ー フ を用 い る こ とも困難 で あ り、 時流 にか な って もい ない とい

う理 由 に よ り、 デ ザイ ン と して採 用 され る こ とは なか っ た。 しか し、 この 作 品

の始 ま りに も ドイ ツの 負 の歴 史 が 置 かれ て い る。

リ ヒター は 、戦争 を作 品 化 す る こ との むず か しさにつ い て 言及 す る。この 「む

ず か しさ」 に は 、 「戦争 は悲 惨 で あ る」 とか 「戦 争 は悪 で あ る」 とい った よ う

な 、反 戦 の イデ オ ロギ ー にい か に巻 き込 まれ ず にい る か 、 あ るい は、 誤解 に基

づ くセ ンセ ー シ ョンか らい か に 自分 の作 品 を遠 ざけ てお くか 、 そ う した意 味合

い も含 まれ てい るだ ろ う。 リヒター の 作 品 は告 発 で は ない か らで あ る。

戦争 に対 して は激 しい怒 りを持 っ てい ま す。 戦 争 は 私 た ち を不快 に させ る

し、戦 争 に よ って 私 た ちが 無 力 で あ る こ とを突 きつ け られ るか らです。 あ

き らか に私 た ちは 戦争 を避 け る こ とが で き ませ ん 。 それ に戦争 につ い てす

こ しで もま しな 判 断 を下 す こ とす らで き ない の で す。 だか ら意 見 を述 べ る

こ とは絶 対 に避 け た いの です 。 そ ん な意 見 は、 真 実 にい く らかで も近づ こ

うとす る試 み の も とで は ま っ た く不 必要 だ し、 妨 げ に もな ります 。(…)

私 は戦 争 が 不 必要 で あ る とは考 えて い ませ ん 。 不必 要 な ら戦 争 な ん て存 在

して い ない はず で しょ う。 そ れ に 私 た ち は戦 争 を放 棄 で き る よ うな段 階 か

らは程 遠 い とこ ろ にい るので す 。15

この よ うな 発 言 に垣 間 見 られ るの は 、 明 らか に リ ヒター は戦 争 を憎 悪 して い

るの に もか か わ らず 、 戦争 は人 類 に とっ て本 質 的 に避 け られ ぬ もの で あ る とい

2002年 に ケル ン 大聖 堂 の修 復 責任 者 で あ るバ ー バ ラ ・シ ョ ック ・ヴェル ナー の も とへ 格

子模 様 の構 想 を持 ちか け た の よ りも さ らに 前の 段 階 の こ とで あ ろ う。
14Ebd ,,S.46.
151nterviewmitJanThorn-PrikkerUberdieArbeitWARCUT2004(GerhardRichter:

Text.S.473.).こ の発 言 は2003年 のイ ラク戦 争 時 の報 道 を 素材 と して用 い た リヒター の 作

品 『WarCut』 につ い て述 べ た 文脈 の 中 に見 られ る もの で あ る。
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う認 識 で あ る。 リヒター の 芸術 の根 底 に あ る の は、 声 高 な告 発 や 世 界 の変 革 で

はな く、 た とえ戦争 の よ うな憎 悪 の対 象 とな る もの で あ っ て も、 それ を不 可避

な もの と して見 っ め なが ら、 現 実 の世 界 を転 覆 す る こ とな く別 世 界 を創 造 す る

こ とで あ る。 第 二次 世 界 大 戦後 、 リヒタ ー の 中に 不 快 な も の と して長 らく留 ま

って い る棘 。 これ が繰 り返 し彼 の作 品 の 主題 を誘 発 して きた 。 しか し、 ス テ ン

ドグラ ス の構想 の初 期 段 階 に置 かれ た モ チー フは 、そ の棘 が 自 らの経 験 か らも 、

人 類 の歴 史 か ら も、 そ して未 来 にお い て も取 り去 る こ とが で きな い もの で あ る

こ とを示 して い る かの よ うで あ る。

ケル ン大聖 堂 の ス テ ン ドグ ラス に は、 リヒター の これ ま で の作 品 の要 素 が 流

れ 着 くよ うに集 ま って い る の が見 て 取れ る。 写真 に とら え られ た 鮮 明 な現 実 を

絵筆 に よ って ぼ か し、 具体 性 を払拭 す る こ とに よ って 改 め て 見 る者 の認 識 を問

う 「フ ォ トペ イ ンテ ィン グ」 の 手 法。 「カ ラー チ ャー ト」 に よる絵 画 の 要素 へ

の分 解 。 『1977年10月18日 』 に み られ る歴 史 の絵 画 化 。 ドイ ツ とい う国家

の現 在 とそ の過 去 を ガ ラ ス の平 面 に表 現 した 国会 議 事 堂 の 『黒 ・赤 ・金』 。 そ

してケ ル ン大 聖 堂 の ス テ ン ドグ ラス の初 期 の構 想 段 階 で 素材 とした ドイ ツの過

去 を写 した写 真 。 これ らす べ て に思 い を巡 らせ る と、 この ステ ン ドグ ラ スが 持

つ重 層 的 な意 味 を考 え ない わ け に はい か な い だ ろ う。

この事 実 を前 に リ ヒター の ス テ ン ドグラ ス を見 るな らば 、 この 作 品 に対 す る

批 判 は行 き場 を失 うこ とにな るだ ろ う。 リヒター の 構想 はそ れ らを 寄せ 付 けな

いま っ た く別 の 次元 の もの だ か らで あ る。 リ ヒター は もっ と大 き な も の を想 定

して い る。 ひ と 目で は何 を表 してい るの か わか らな い抽 象 画 の よ うなス テ ン ド

グ ラス だが 、 リヒター に とっ て の抽 象化 の手 続 きは事 実 を よ りよ く見 つ め る た

めに あ った はず だ。 政 治 的 な場 所 に 掲 げ られ た 『黒 ・赤 ・金 』 は どこか 皮 肉 め

い た もの を感 じ させ るの に対 して 、 祈 りの場 に置 かれ た この 作 品 は敬 度 さを備

えて い る。 物事 を認 識 の外 に置 き、 議論 の圏 外 に置 くこ とを人 は とき に望 み な

が ら、そ の 圏 内 にい る よ りほか はな く、既 存 の イ デ オ ロ ギー(リ ヒター は これ

に いつ で も抵 抗 す る)に 居 心 地 悪 く巻 き込 ま れ て い る。 この 世界 とは別 の世 界

を見 せ るの が芸 術 家 の仕 事 だ ろ う。 「僧 侶 と哲 学者 が もは や 存在 しな い 以上 、

芸術 家 が この世 で 最 も重 要 な人 種 で あ る」16と い う リヒタ ー は、 このス テ ン ド

グ ラス に よ っ てそ れ を私 た ちに 見せ てい る。 もはや 容 易 に像 を結 ば な い ほ ど遠

くな った過 去 を透 過 し現 在 に照 射 す る光 と と もに。

161966年 の ノ ー トよ り(Vgl .GerhardRichter:Text.S.205.)。



後退する過去87

`弥 ウ"漕 獅ド く '噸

灘 騨 腕 撫 麟、噸

,"七凋'耀 軍

灘鞍欄噸驚 懇
ほ
ね
　ノ

や
蝋

詩

鍮

帯

撫
澱

.輪 欝1-… 旨 .蜘

礁 鎚 癬 錘 ・・趣 ・帆
。,

ザ 蕩}.・.噸'趣 竃麹 繭
繋ぞ・"

ぞ ぜ や び

蓼離螺

臨憲輪鷹織
"t駐 噸幽 蹄 」・・

職

　

上

上

左

右

下

謙

・一 ・畷

;、瀞 ・

壷 廠覧

・・タ.鳩 玉評 鵬 海 、 、
・喚 脅

恥 、・

お り

瀞 一 ～ 壽 解吊 臨tW"""nlllll'xl㌧
繍

『ル デ ィ叔 父 さん』[OnkelRudi]1965年

、
・

輪

∴

、醤

(、詳

叢

騰

竃
F

'

舜

,

義

舞毒
乙 、輝.

濫璽
》 二、・
・}圏 恕: ,

lh・'

謎
}

肖

鷹

。
詞

癒戴
や

恭

輪

・

藤

`

ヂ

'
。八二R

『マ リ ア ン ネ 伯 母 さ ん 』 【TanteMarianne】1965年

『葬 儀 』[Beerdigung](『1977年10刀18日 』[18.Oktober1977]よ り)1988年



88 『人 文 学 報 』No,510独 語 ・独 文学(2015年)

国会 議 事堂 の た めの 習作[Reichstag]

1細
.

● ●8●9臓 窪 ,
:● 凱・艦 儀 獄 ・ 鞍

● ● ■ ● 燕 ■

撫

ダi

『ア トラス』 パ ネ ル6481997年 『ア トラ ス』パ ネ ル6501997年

西

茎卜'議 誌

馨ド 曝 講 ・
乏 臨 創

1園

/`陣h

ジ1

洗 ・ ぎ ぎ 鷺疋 』 曳

、 緩 ・ぎ

紀.織 、、 萎

騨
1、

褻
}

量

i爵'1薯

1・}

ミ3「

七 薄 昏, 「

A' 、 、 纂 燕
、、、 凌

『ア トラ ス』 パ ネル6521998年 『ア トラ ス』 パ ネル6541998年



89後退する過去

、
㌔
《

蔦

こ

争

酔

奪

、

.
・
・

鹸

鱒

《
審

聯 藩
1

轟甑

醜璽
饗

翼
・騨

魁
㍗
難

線
離
麟
瓢
鞭
輪
韻
簾

雛慧

鞍

 

議
、鑛
蕪
灘
繋

7轟
編鑓
鵡

ぬ

鞍
㎝鹸

綜
膨

.轟
轟
璽

騒
融

∴

,轟
麟
繋
跨

藁
議

総
鱒
、

轟
継難

蘂

`

ケル ン大聖堂 lilri{具リサ逞lf{il(ノ)ス こアーン ド グ ラ=く 「K6111erI)olllf■enster12007イ 移


